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★景気の現状 ､回復予測… ｢足踏み ｣４３%､｢やや好転 ｣３０%とわずかに

明るい兆し  
・ ｢０４年内｣回復が３７％、「０５年内」回復は２６％  
 
★産業別予測  
・ 「農 ･林 ･漁業」「卸売 ･小売 ･飲食業」「金融 ･保険業」「不動産業」 

「サービス業」変わらない  
・ 「製造業」「運輸･通信業」やや好転  
・ 「建設業」やや悪化  

 
★円・株・金利相場すべて「やや高」を予測  
 
★経営上の問題点トップは「受注、販売競争の激化」で６１％  
 
★ 「営業利益」重視、「新規設備投資」に慎重さ続く  
★ 雇用全体は「過不足感なし」５３％  
★ 採用見込みは「欠員補充」４３％  
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はじ めに  

 本アンケートは、長引く景気低迷の中、２００４年の様々な経済要素を

予測し、事業を営む皆様の経営指針における一助となることを目的として

平成９年度より実施しており、今回で第７回となります。  
 回答結果は、「景気」において、現状は「足踏み状態」ながら、回復時期

については「０４年以内」との回答が多いなど、明るい兆しが見えるもの

となりました。  
 加速度的に進む業界再編や地域振興など地域経済は本格的な変革期を迎

えています。そのような中、本書が皆様への情報提供として、微力でもお

役に立てれば幸いです。  
 なお、最後になりましたが、年末のご多忙の中にもかかわりませず、本

アンケートにご協力を賜りました当熊本商工会議所役員並びに議員の皆様

に心より感謝申し上げます。  
 
                    平成１５年１２月  
                     熊 本 商 工 会 議 所           
 
 

 調 査 概 要   

 

１．調 査 期 間      平成１５年１１月２６日（水）～１２月９日（火）  

 

２．対 象 者      熊本商工会議所 役員並びに議員  

 

３．配 布 数      １００名（１００企業）  

 

４．調 査 方 法      調査用紙配布：郵送  調査票回収：郵送またはＦＡＸ  

 

５．回答数 ８９名（有効回答率８９％）  

 

６．調 査 機 関      熊本商工会議所（担当課：情報調査課）  



２００４年　景　　気

【景気の現状】
「足踏み状態」４２．７％、「やや好転」３０．３％

　景気の現状（２００３年１１月下旬時点）について、「足踏み状
態」が、４２．７％と最も多く、次いで「やや好転」が３０．３％、「や
や悪化」、２１．３％、「かなり悪化」５．６％となった。
　「やや好転」が、「やや悪化」「かなり悪化」を上回り、わずかに
明るい兆しを思わせる結果となった。

やや好転
30.3%

かなり悪化
5.7%

足踏み状態
42.7%

やや悪化
21.3%

その他
0.0%

わからない
0.0%

かなり好転
0.0%



　　景気が回復する時期については、「２００４年内」は上期６．
７％と下期３０．３％を合わせて３７．０％となった。
　　一方、「２００５年内」は２００５年上、下期を合わせて２５．８％
となり、景気回復を「２００５年内」までと予測する数字が６２．
８％と過半数以上を占める結果となった。

無回答
0.0%その他

3.5%

わからない
18.0%

２００６年以降
15.7%

２００５年下期
14.6%

２００５年上期
11.2%

２００４年上期
6.7%

２００４年下期
30.3%

【景気の回復時期】
「２００４年内」３７．０％、「２００５年内」２５．８％



0.0%

5.6%

6.7%

23.6%

28.1%

32.6%

46.1%

50.6%

51.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

個人消費

民間設備投資

情報関連需要

国・自治体による経済対策

規制緩和

不良債権処理

官公需要

雇用情勢

その他
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��景気の好転要因

0.0%

2.2%

12.4%

12.4%

30.3%

43.8%

44.9%

47.2%

66.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

雇用情勢

官公需要

個人消費

不良債権処理

国・自治体による経済対策

民間設備投資

規制緩和

その他

情報関連需要
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��景気の悪化要因

【景気の好転、悪化要因】
　好転要因は「個人消費」「民間設備投資」が５０％超
　悪化要因は「雇用情勢」が６０％超



変わらない 46.9％

産　　業　　別

建　　　設　　　業

農・林・漁業

※グラフ内の（　　　　）については、前年数値（以下同じ）
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���熊　　　本

無回答
4.5%(0.0%)

わからない
7.9%(23.9%)かなり悪化

2.2%(3.4%)

やや悪化
23.6%(23.9%)

変わらない
56.2%(47.7%)

かなり好転
0.0%(0.0%)

やや好転
5.6%(1.1%)

２００４年　産業別動向
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熊　　　本 わからない

2.2%(12.5%)

かなり悪化
16.9%(43.2%)

やや悪化
41.6%(31.8%)

無回答
3.4%(0.0%)

かなり好転
0.0%

やや好転
10.1%(3.4%)

変わらない
25.8%(9.1%)



製　造　業

運輸・通信業
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熊　　　本

かなり悪化
0.0%(5.7%)

無回答
2.2%(0.0%)

わからない
1.1%(14.8%)

やや悪化
9.0%(34.1%)

変わらない
29.2%(33.0%)

かなり好転
0.0%(0.0%)

やや好転
58.4%(12.5%)
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熊　　　本

かなり悪化
0.0%(4.5%)

無回答
5.6%(0.0%)

わからない
2.2%(17.1%)

やや悪化
6.7%(26.1%)

変わらない
38.2%(36.4%)

かなり好転
3.4%(0.0%)

やや好転
43.8%(15.9%)



卸売・小売・飲食業

金融・保険業
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かなり悪化
0.0%(5.7%)

わからない
4.5%(6.8%)

無回答
2.2%(0.0%)

やや悪化
27.0%(51.1%)

変わらない
48.3%(28.4%)

やや好転
18.0%(8.0%)

かなり好転
0.0%(0.0%)
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熊　　　本

かなり悪化
0.0%(11.4%)

わからない
3.4%(14.7%)

無回答
4.5%(0.0%)

やや悪化
21.3%(50.0%)

変わらない
41.6%(21.6%)

やや好転
28.1%(2.3%)

かなり好転
1.1%(0.0%)



サ　ー　ビ　ス　業

不　動　産　業
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熊　　　本

わからない
5.6%(14.8%)

やや悪化
27.0%(34.1%)

かなり悪化
3.4%(21.6%)

無回答
4.5%(0.0%)

かなり好転
0.0%(0.0%)

やや好転
14.6%(4.5%)

変わらない
44.9%(25.0%)
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���熊　　　本 かなり好転

1.1%(0.0%)

無回答
2.2%(0.0%)

わからない
5.6%(12.5%)かなり悪化

2.2%(3.4%)

やや悪化
12.4%(37.5%)

変わらない
48.3%(28.4%)

やや好転
28.1%(18.2%)



その他
0.0%(1.1%)

無回答
1.1%(2.3%)

わからない
1.1%(8.0%)かなり円高傾向に進
む
4.5%(0.0%)

ほとんど変化はない
21.3%(23.9%)

やや円高傾向に進む
46.1%(10.2%)

やや円安傾向が進む
23.6%(52.3%)

かなり円安傾向が進
む
2.2%(2.3%)

140円以上150円未満
1.1%(3.4%)

90円以上100円未満
0.0%(0.0%)

無回答
2.2%(4.5%)

90円未満
0.0%(0.0%)

100円以上110円未満
21.3%(12.5%)

110円以上120円未満
51.7%(26.1%)

わからない
9.0%(12.5%)170円以上

0.0%(1.1%)

160円以上170円未満
1.1%(0.0%)

120円以上130円未満
11.2%(33.0%)

130円以上140円未満
0.0%(4.5%)

150円以上160円未満
2.2%(2.3%)

２００４年　円　市　場

　４６．１％が「やや円高」を予測

　２００４年の円市場の推移予測は、「やや円高」が４６．１％（対前年比３５．９ポイント
増）次いで、「やや円安」２３．６％（対前年比２８．７ポイント減）と円高推移予測がトッ
プとなったものの円安を予測する回答も多いなど、先行き不透明感を反映する結果と
なった。

適　正　レ　ー　ト

　「１１０～１１９円」が５１．７％（対前年比２５．６ポイント増）



無回答
1.1%(2.3%)その他

0.0%(1.1%)わからない
3.4%(4.5%)

かなり株高傾向に
進む
3.4%(0.0%)

やや株高傾向に進
む

70.8%(40.9%)

ほとんど変化はな
い

15.7%(19.3%)

やや株安傾向が進
む
5.6%(30.7%)

かなり株安傾向が
進む
0.0%(1.1%)

２００４年　株式市場

「やや株高」が７０．８％
～「やや株安」は５．６％～

　２００４年の株式市場の推移予測は、「やや株高」が７０．８％（対前年比２９．９ポイ
ント増）を占める結果となった。



やや高金利傾向に進
む

55.1%(28.4%)

その他
0.0%(0.0%)

わからない
0.0%(3.4%)

かなり低金利傾向が進
む
1.1%(1.1%)かなり高金利傾向に進

む
0.0%(0.0%)

やや低金利傾向が進
む
3.4%(4.5%)

ほとんど変化はない
40.4%(62.5%)

２００４年　金　利

「やや高金利」５５．１％

　～「変化なし」４０．４％～

　２００４年の金利状況予測は、「やや高金利」が５５．１％（対前年比２６．７ポイント
増）と過半数を上回り、次いで「変化なし」が４０．４％（対前年比２２．１ポイント減）の
結果となった。



11.2%(0.9%)

13.5%

14.6%(25.9%)

15.7%(12.5%)

16.9%(11.4%)

20.2%(10.2%)

39.3%(37.5%)

49.4%(38.6%)

60.7%(63.6%)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

受注、販売競争の激化

営業利益の低下

生産、売上高の停滞

大型店、類似店の進出

販売価格への転嫁難

官公需要の停滞

民間需要の停滞

消費税改正（総額表示など）

経費の増加

２００４年　経営上の問題点

「受注、競争の激化」６０．７％
　～「利益低下」４９．４％、「売上停滞」３９．３％～

　２００４年における経営上の問題点としては、「受注、販売競争の激化」が６０．７％（対
前年比２．９ポイント減）「営業利益低下」４９．４％（対前年比１０．８ポイント増）となり、
長引く景気の低迷、急速に進む経営環境の変化を背景として、競争激化の中での利益
低下を懸念する傾向がうかがえる。
また、「消費税改正」の影響を懸念する回答も１３．５％の結果となった。

＜主な経営上の問題点＞



＜Ｒａｄａｒ　Ｃｈａｒｔ＞

1.59

1.46

1.34

1.76

0.10

0.99

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00
売上高

営業利益

新規設備投資

既存設備の稼働率

人材教育

情報収集・選択

２００４年　経営の重視度

「営業利益」重視の傾向が続く

　上のレーダーチャートは、「重視度」をポイント換算し作成したもの。
（※）それによると、２００４年における経営上の重視度は、「営業利益」「人材教育」「情
報」の３つの面で重視ポイントが高く、７年連続して前述３項目が重視上位を占める結
果となった。また、「新規設備投資」については、ポイントは低く、依然として慎重な姿
勢が窺える。
　収益面では、売上高を「（かなり＋やや）重視する」が９３．０％、営業利益を「（かなり
＋やや）重視する」が９７．７％となったが、「かなり重視する」の比較では、売上高の５
２．３％に比して、営業利益は７６．４％と依然として『利益効率』を重視する傾向が窺
える。生産面では、新規設備投資を「重視しない」が４７．２％（対前年比０．６ポイント
増）と依然として慎重さが続いている一方、既存設備の稼働率については、「（かなり
＋やや）重視」が８５．４％という結果となった。

※　「かなり重視」をプラス２、「やや重視」をプラス１、「重視しない」をマイナス１としてトータルポイン
トを算出し、総回答から「わからない」と回答した人数を引いた数で割ったもの



収　　益
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���
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���＜売上高＞　　「かなり重視」５２．３％

無回答
3.4%(0.0%)重視しない

7.0%(11.4%)

わからない
0.0%(0.0%)

やや重視
40.7%(45.5%)

かなり重視
52.3%(43.2%)
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���＜営業利益＞　　「かなり重視」７６．４％

わからない
1.1%(1.1%)

重視しない
0.0%(0.0%)

やや重視
21.3%(21.6%)

無回答
1.1%(1.1%)

かなり重視
76.4%(76.1%)



生　　産
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���＜新規設備投資＞　「重視しない」４７．２％

かなり重視
11.2%(6.8%)

無回答
3.4%(9.1%)わからない

3.4%(6.8%)

重視しない
47.2%(46.6%)

やや重視
34.8%(30.7%)
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���＜既存設備の稼働率＞「やや重視」６１．８％

無回答
2.2%(8.0%)わからない

1.1%(4.5%)

重視しない
11.2%(15.9%)

やや重視
61.8%(44.3%)

かなり重視
23.6%(27.3%)



人・情報
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���＜人材教育＞　「かなり重視」５８．４％

無回答
1.1%(2.3%)わからない

2.2%(1.1%)

重視しない
0.0%(2.3%)

やや重視
38.2%(39.8%)

かなり重視
58.4%(54.5%)
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＜情報の収集・選択＞　「かなり重視」５１．７％

かなり重視
51.7%(45.5%)

わからない
2.2%(2.3%)重視しない

2.2%(0.0%)

無回答
2.2%(3.4%)

やや重視
41.6%(48.9%)



無回答
14.6%(0.0%)

わからない
3.4%(2.4%)

その他
0.0%(0.0%)

不足感強まる
12.4%(9.8%)

過不足なし
52.8%(56.1%)過剰感強まる

16.9%(31.7%)

２００４年　雇　　用

全体「過不足感なし」５２．８％

　２００４年の雇用状況の予測は、「過不足感なし」が５２．８％と過半数を占めている。
「過剰感」は１６．９％（対前年比１４．８ポイント減）となった。
　一方、「不足感」は１２．４％（対前年比２．６ポイント増）という結果となった。



職　　　　　別
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��
��
��＜技術職＞　「過不足なし」４９．４％

過剰感強まる
11.2%(5.7%)

わからない
6.7%(4.5%)

その他
5.6%(4.5%)

無回答
5.6%(18.2%)

過不足なし
49.4%(45.5%)

不足感強まる
21.3%(21.6%)
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＜営業職＞　「過不足なし」５７．３％

過剰感強まる
14.6%(15.9%)

過不足なし
57.3%(51.1%)

わからない
2.2%(4.5%)

その他
2.2%(1.1%)

無回答
0.0%(8.0%)

不足感強まる
23.6%(19.3%)
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＜事務職＞　「過不足なし」６６．３％ その他

0.0%(2.9%)

無回答
2.2%(0.0%)

わからない
2.2%(3.4%)

不足感強まる
5.6%(4.3%)

過剰感強まる
23.6%(38.6%)

過不足なし
66.3%(50.0%)



0.0%

6.7%

5.6%

16.9%

28.1%

42.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

欠員補充のため新規採用見込み

採用予定なし

増員のため新規採用見込み

わからない

その他

無回答
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��
��
��採用見込み

２００４年の社員採用見込み

　

「欠員補充」の採用見込みが４２．７％、次いで「予定なし」が２８．１％とい
う結果となった。




